
講演会 

 

古記録の筆録と書写・部類・流布 
―『小右記』諸写本を中心に― 

（附）史料集の翻刻を考える 

 

加藤友康氏 
(東京大学名誉教授) 

開催日時：2021 年 10 月 2 日（土）13 時～(参加費無料) 

方法： Zoom(要事前申込。締切 9月 26日(日)。定員先着 100名。下記 QRコードから) 

＊Zoomのご案内等は 9月 30日頃を予定しております。 

 

国立歴史民俗博物館蔵 

『左経記』(高松宮旧蔵本) 

「古代の百科全書『延喜式』の多分野協働研究」および「格・式研究を踏

まえた日本古代社会像の再構築」では、史料研究を課題の一つとしていま

す。そこでこのたび講演会を企画し、東京大学史料編纂所にて長らく『大

日本史料』等史料集の編纂に携わり、また『尊経閣善本影印集成 小右記』

等、影印本の刊行にも尽力されて、古記録研究・平安時代史研究等に数多

くの業績を挙げてこられた加藤友康氏にその御経験を語っていただくこ

とにいたしました。 

       

    お申し込みはこちらから→https://forms.gle/ZXwe4WV96KkRt8Aw9 

 

主催：人間文化研究機構基幹研究プロジェクト「総合書物学」国立歴史民俗博物館ユニット「古

代の百科全書『延喜式』の多分野協働研究」 

科研費(基盤研究(B))「格・式研究を踏まえた日本古代社会像の再構築」(代表：小倉慈司) 

共催：東京大学史料編纂所 


